
会
員
の
皆
様
の
近
況
報
告

舗

集

部

『ち
さ
と
会

探
訪
配
』

今
年
の
四
月
十
九
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
千
寿
の
聞
に
て
、

約
1
5
0
名
の
参
加
者
で
「
ち
さ
と
会
」
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
千
寿
の
聞
と
は
、
当
ホ
テ
ル
最
大
の

広
さ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
参
加
者

を
絞
り
気
味
に
催
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
千
里
山
会

の
世
話
人
の

一
人
と
し
て
垂
誕
の
思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

千
里
山
会
の
会
員
か
ら
も
平
田
さ
ん
、
尾
川
原
さ
ん
、
奥
田

さ
ん
、
萩
原
(
私
)
、
増
田
さ
ん
が
参
加
。

千
里
山
会
で
も
お
馴
染
み
の
松
村
さ
ん
、
口
羽
さ
ん
、
山
本

さ
ん
、
浅
野
さ
ん
、
樺
山
さ
ん
、
細
見
さ
ん
、
瀧
さ
ん
の
ご
尊

で
あ
っ
た
が
、
私
に
は
ま
る
で
プ
ロ
の
よ
う
に
写
り
ま
し
た
。

思
わ
ぬ
人
と
の
再
開
や
楽
し
い
歓
談
の
う
ち
に
、

3
時
間
は

あ
っ
と
い
う
聞
に
終
わ
り
、
2
9
期
生
岩
橋
千
賀
子
さ
ん
の

中
締
め
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

延
原
武
春
氏
の
ス
ピ
ー
チ

さ
て
、
今
回
の
『
ち
さ
と
会
』
で
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
東
京
上

野
の
東
京
文
化
会
館
で
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
定
期
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
に
出
演
さ
れ
た
翌
日
の
こ
と
で
す
。
演
奏
は
夜

の
七
時
か
ら
九
時
ま
で
で
す
の
で
、
恐
ら
く
最
終
に
近
い
新
幹

線
で
神
戸
の
ご
自
宅
ま
で
帰
ら
れ
、
翌
日
、
ち
さ
と
会
に
出
席

し
て
頂
く
と
い
う
ハ

l
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

私
は
そ
の
演
奏
会
に
行
き
、
翌
日
大
阪
に
行
き
ま
し
た
。

演
奏
は
、
ジ
オ
ル
グ

・
フ
イ
リ
ッ
プ

・
テ
レ
マ
ン
の
『
食
卓

の

音

楽

第

一
集

6
曲
』
で
す
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
王
侯
貴

族
が
宴
で
食
事
を
と
る
際
、
そ
こ
で
B
G
M
と
し
て
演
奏
さ
れ

た
音
楽
で
す
。

そ
れ
こ
そ
延
原
氏
が
常
に
追
求
さ
れ
て
い
る
『
楽
し
む
こ

と
』
に
ピ
ツ
タ
リ
の
曲
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
こ
の
日
の
6
曲
中
、

4
曲
で
指
揮
を
1
曲
で
は
自
ら

オ
ー
ボ
エ
を
演
奏
さ
れ
、
思
わ
ず
「
歳
を
考
え
て
!
」
と
心
の

顔
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
(
萩
原
)
が
な
ぜ
、
こ
の
『
ち
さ
と
会
』
に
出
席
し
た
の

か
言
え
ば
、
ち
さ
と
会
で
常
任
幹
事
を
さ
れ
て
い
る
瀧
梢

・
大

先
輩
(
旧
姓
大
森
一
小

・
中

・
高
で
の
大
先
輩
)
か
ら
、
「
今
度

の
『
ち
さ
と
会
総
会
』
で
是
非
、
私
と
幼
稚
園

・
千
二
小
で
大

の
仲
良
し
で
あ
っ
た
延
原
武
春
氏
(
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
創
立

者
で
前
代
表
者
現
役
時
代
は
オ
ー
ボ
エ
演
奏
者
)
に
演
奏
を

お
願
い
で
き
な
い
か
も
し
無
理
で
も
せ
め
て
ス
ピ
ー
チ
で
も

し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
せ
よ
」
と
の
命
令
が
下
り
ま
し
た
。

延
原
氏
の
秘
書
役
を
さ
れ
て
い
た
中
野
氏
と
交
渉
し
て
、
な

ん
と
か
ス
ピ
ー
チ
し
て
頂
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
て
、
延
原
氏
の
話
は
頁
を
改
め
て
ご
披
露
さ
せ
て
頂
く
と

し
、
話
を
『
ち
さ
と
会
』
に
戻
せ
ば
、

*
山
本
平
八
郎
ち
さ
と
会
代
表
挨
拶

*
延
原
武
春
氏
の
ス
ピ
ー
チ

*

休
憩
に
続
き
、
親
睦
会

*

木
谷
事
務
局
長
の
挨
拶

*
冨
田
利
和
8
期
生
乾
杯
&
挨
拶

と
続
き
、
歓
談
の

B
G
M
と
し
て
、

バ
ン
ド
演
奏
及
び
ハ

ワ

イ
ア
ン
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ン
ド
は

2

5
期
生
井
上
さ
ん
を
始
め
と
す
る
皆
さ
ん

150 -

中
で
叫
び
ま
し
た
。

翌
日
の
『
ち
さ
と
会
』
に
は
神
戸
の
自
宅
か
ら
、
自
ら
の
運

転
で
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
に
見
え
ま
し
た
。

い
つ
も
の
軽
妙
な
話
術
で
、
千
二
小
時
代
の
話
、
大
阪
音
大

付
属
高
校
l
同
大
学
時
代
の
話
へ
と
続
き
ま
し
た
。
氏
自
身
の

口
か
ら
、
元
々
は
画
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
し
か
し
自

宅
が
豊
中
の
方
に
変
っ
た
の
で
、
家
か
ら
近
い
音
大
付
属
高
校

へ
と
進
ん
だ
と
ご
披
露
。

氏
を
よ
く
知
る
私
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
へ
進
ま
れ
よ
う
が
、

超

一
流
の
芸
術
家
に
な
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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紋
付

・
袴
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
に
生
き
る
氏
が
、
即
妙
な

話
術
で
ち
さ
と
会
の
皆
さ
ん
を
魅
了
し
、
チ
ク
リ
と
昨
今
の
若

者
批
判
も
織
り
交
ぜ
、
4
0
分
と
い
う
時
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

「
い
ず
れ
『
ち
さ
と
会
』
で
演
奏
し
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
さ

れ
て
、
楓
爽
と
自
ら
が
運
転
さ
れ
る
車
で
、
会
場
を
去
っ
て
い

か
れ
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
む
し
ろ
『
千
里
山
会
』
で
演
奏
し
て
欲
し
い

の
で
す
が

・
.
.
 



日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
が

朝
日
新
聞
に
掲
載

『
聖
堂
に
響
く
カ
ン
タ
ー
タ
』

六
月
二
十
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、

ス
エ

l
デ
ン
大
使
館
、
ア

l
ク
ヒ
ル
ズ
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ

1
ル
等
が
並
び
、
洗
練

さ
れ
た
街
、
赤
坂
一
丁
目
に
あ
る

霊
南
坂
教
会
で
、
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会

の
定
期
演
奏
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
六
月
二
日
の
朝
日
新
聞

が
、
下
記
の
よ
う
に
取
上
げ
て
お
り
ま

し
た
。
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Eヨ

「
社
会
と
共
に
生
き
る
」

原
点
み
つ
め
る
演
奏

自
前
の
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
綱
回
を
束

ね
、
関
西
を
制
問
点
に
活
動
す
る
日
本
テ
レ
マ
ン
協

会
が
初
日
、
東
京
・
赤
坂
の
震
南
坂
教
会
で
パ
ツ

ハ
の
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
を
給
に
し
た
演
奏
会
を
聞

く・

1
9
8
6年
、
サ
ン
ト
リ
ー
a
肩
凝
貧
の
受
賞

犯
念
公
演
を
し
た
思
い
出
の
地
だ
.
「
社
会
と
と

も
に
生
き
る
楽
団
を
悲
し
て
き
た
・
こ
の
公
演
を

音楽

事g司月・・B
2014$(平成26年)6周2B3脹E .... _ー色面・・3 

日本テレマン協会が20日、東京で

岨
慣
に
、
原
点
に
い
ま
い
ち
ど
立
ち
返
り
た
い
」
と

創
般
者
で
、

ζ
の
日
も
指
帽
揮
を
つ
と
め
る
延
原
震

容
は
踊
る
・

協
会
は
M
M
俸
に
誕
生
。
戦
争
の
傷
療
が
鐙
え
始

め
、
再
生
の
慌
し
と
し
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、

会
留
で
麗
声
を
あ
げ
は
じ
め
た
時
期
だ
っ
た
?

「
テ
レ
マ
ン
」
の
名
は
、
パ
ツ
ハ
の
先
破
格
だ

っ
た
ド
イ
ツ
の
大
作
曲
絞
に
由
来
す
る
。
代
表
作

は、

B
G
Mの
元
祖
と
も
い
わ
れ
る
「
食
卓
の
音

議
」
る
音
楽
が
権
威
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
々

の
日
常
に
優
し
く
寄
り
添
う
も
の
で
あ
る
よ
う
に

l
1・
鳴
き
手
の
幸
福
に
ひ
た
す
ら
献
身
し
た
作

幽
家
の
名
に
、
そ
ん
な
廠
い
そ
託
し
た
・

「
指
圃
揮
者
の
独
嘗
に
縛
ら
れ
ず
、
奏
者
ひ
と
り

ひ
と
り
が
自
由
に
睡
眠
い
交
わ
す
楽
団
を
め
ざ
し
て

き
た
」
・
楽
且
柑
や
演
奏
形
態
を
柔
歓
に
選
ぶ
こ
と

の
で
き
る
古
楽
が
、
お
の
ず
と
礎
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
使
う
の
は
古
議
織
で
は
な
く
現
代
の

療
機
だ
.
名
指
圃
揮
者
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ツ
セ
が
あ

る
と
き
、
あ
ま
り
に
も
疾
走
感
に
満
ち
た
テ
ン
ポ

で
パ
ッ
ハ
を
奏
で
た
た
め
、
驚
き
を
伝
え
る
と

「
パ
ツ
ハ
が
釦
め
て
い
た
歓
会
は
、
さ
ほ
ど
残
・

が
な
か
っ
た
・
間
延
び
す
る
か
ら
、
き
っ
と
こ
れ

く
ら
い
の
テ
ン
ポ
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
」

と
返
さ
れ
た
・

『
作
曲
者
の
意
図
や
時
代
背
景
を
深
く
知
り
、

当
時
の
空
気
を
わ
が
も
の
と
す
る
こ
と
で
よ
り
革

新
的
な
演
奏
が
可
能
に
な
る
・
古
療
を
単
な
る
学

問
で
は
な
く
、
想
像
力
を
広
げ
る
も
の
と
し
て
、

若
い
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
の
で
す
」

公
演
は
午
後
7
時
か
ら
・

4
千
円
、
街
歳
以
上

2
千
円
。
M
W
・
8
8
4
5
・
1
0
4
6
(協
会
)
・

(
編
集
寮
員
・
吉
田
純
子
)

を
「
垂
水
の
森
を
守
歪
耳
」
に
変
で
多
く
の
鎖
守
の
森
が
消
え
て
い
-
|

覇
、
殺
そ
の
も
の
の
維
持
を
会
の
く
中
、
殺
を
守
れ
た
の
は
奇
跡
に

一
明

活
動
方
針
と
し
て
広
く
市
民
に
訴
事
主
筆
の
表
情
を
見
せ
た
。

一
朝

え
か
け
、
今
年
1
月
ま
で
に
1
万
同
神
社
で
は
来
年
1
月
末
ま
で
一

聞

3
5
0
0
人
分
の
署
名
を
集
め
を
め
ど
に
、
土
地
の
薦
入
質
量
一
新

た

。

備

費
な
P
Z有
合
わ
せ
、

1
0
0
0
一面尼

集
者
惇
t
月
、
神
社
側
に
計
画
万
円
分
の
募
金
へ
の
憶
力
を
呼
ぴ

一
怠山

地
の
売
却
を
打
診
。
笛
し
合
い
の
か
け
て
い
る
。

一

zi

結
果
、
け
月
マ
目
、
神
社
が
計
蘭
社
寺
林
な
ど
の
後
鉦
・
保
存
運

一
l

地
を
買
い
取
る
契
約
が
成
笠
し
動
を
進
め
る
N
P
O法
人

「社
欝

一
「仁

た
。
業
者
は
競
売
新
聞
の
取
坊
に
学
会
」
(
京
都
市
)
の
糸
谷
正
俊

一
日

「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」
と
し
て
い
る
。
理
事
の
話

「全
国
の
社
寺
か
ら
相

一
3

守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
間
神
畿
を
受
付
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
P
L

社
総
代
の

一人
の
松
山
陽
信
さ
ん
高
さ
を
計
画
よ
め
低
く
す
る
な
ど

一
1

8は
「
専
の
巻
善
、
育
の
折
豪
華
る
こ
と
は
あ
っ
て

一年

っ
た
者
と
し
て

『
ど
う
し
て
も
守
も
、
開
発
自
体
が
止
ま
っ
た
例
は

一
5

p

り
な
け
れ
ば
』
と
い
う
責
任
を
感
珍
し
い
。
土
地
所
有
者
の
指
利
も

一
コ

じ
て
い
た
」
と
曾
い
、
垂
水
神
社
あ
り
、
森
を
守
し

n
p乍く
て
も
園
田し

寸
周

の
竹
内
真
鍛
宮
笥
(印
)は
「
各
地
い
の
が
現
実
だ
」

一

一千

『

ai
l
i
-
-
!
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
'
i
1
0
1
1
1
1
0
1
1
1
1
1」

一

影
し
者

。
保
け
省
土
の
け
か
本
て

J

一

h
a
y

の
と
祭
る
の
続
名
「
守
だ
曾
日
育
い

一

切

1

4

へ
ど
、
い

J
を
闘
は
創
る
災
た

D
な

一

消

桜
な
対
て
森
勤
勉
)
る
あ
然
き
守
ら

E
-

で
」
反
け
の
活
宮
学
残
で
自
て
。
な

減

強

足

る
が
続
守
る
の
騒
が
悔
や
っ
盤
ば

で
-
E
F訟
は
一
一
回
一研
一
群
玩
側
一
畑
持
品
肋

恥

出

目

配

や
合
で
森
田
舗
の
心
、
命
知
な
。

島町町

「
心
社
し
地
、
浜
(
有
、
く
の
英
か
す

ヤ
目

。
が
神
霞
各
や
横
授
国
は
な
人
の
い
醤

J
1

た
・
て
と
護
る
教
地
議
で
ら
人
て
と

叩

消

さ

な

で

お

に

宵

殴

る

も

の

建

つ

ヨ

を

か

た

社

万

降

の

建

れ

で

伐

階

が

銑

穴

安

直

胃

絶

叫

仰

2
以

殿

の

ら

社

5
5
上

ド

ー

が

が

を

天

約

年

拝

ン

知

神

約

{

ち

E
森
境
後

回
(
ゅ
は

ョ

て

野
ら
ン
持

ト
、

の

震

は

新

株

初

在

シ

し

早

か

ヨ

が

，

ノ

守

然

例

上

竹

MM
現

ン

と

の

内

シ

画

ト

ト

銭

自

る

の

の

)

、

マ

所

区

繍

ン

計

ヨ

で
、
す
市
地
保
れ
刷
出
。
名
北
、
マ
般

口
M

発
り
り
中
犠
方
活
大
む
の
市
来
に
建

「

開
た
た

。
圃
軍
隊
平
採
に
進
桜
穆
年
所
)

し
れ
い
は
∞
伐
後
岬
伊
東
昨
場
て

鎮
守
の
森

住
民
守

1
3
0
0年
の
歴
史
を
持
つ
吹
田
市
の
垂
水
神
社
で
、
背
後
に

広
が
る

「鎮
守
の
森
」
の
一
角
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
般
計
画
が

持
ち
上
が
り
、
住
民
ら
が
約
3
年
に
わ
た
っ
て
反
対
運
動
を
展
開
、

日
月
に
な
っ
て
業
者
側
が
計
画
の
中
止
を
決
め
た
。
同
神
社
が
マ

ン
シ
ョ
ン
建
殻
予
定
地
(
約
1
0
0
0平
方
HM)
を
業
者
か
ら
買

い
取
り
、
箆
園
前
後
に
森
の
ま
ま
保
存
す
る
。
専
門
家
に
よ
る
と
、

鎮
守
の
森
は
開
発
に
よ
り
、
各
地
で
減
少
し
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す
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反
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す
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学年会27回生(昭和31年卒)
(昭和53年卒)亀田誠治氏が紙面に千三小

編集部

亀田誠治が新刊

椎名林織や平井堅、スピッツ、

いきものがかりなど人気アーティ

・ストの楽曲プロデユースを手がげ

てきた亀田蹴治(49)が、獲してや

まないポピュラユ音楽の作品に対

するコラムをまとめた 『カメダ式

]-POP解輪 ヒットの理由』

(オリコン・エンタテイン〆ント

刊、 1728円)が出版された『名プ

ロデューサーによるヒット聞の積

聞かしで、楽しい腕み物に仕上が

っている。 {稲田寿宏)

昨年の会総会で、大阪よりお見えになっていた18回生:諏佐奈々子様よ

り、「亀田耕台を知っているか? 今や、 NHKの秘蔵っ子で売っ子スター。

千三小で、諏佐さんの息子さん、私儀駒の姉(現高島)の長男(高島勲

と仲がよかったと教えて頂きました。

正直言って、音楽I.:J!音い私は亀田氏の名前は全く知りませんでした。

早速、私の甥つ子・高島勲にコンタクト。しかし、小学校時代はともかく、

その後、亀田氏はお父さんのお勤めの関係、で東京へ。以来、没交渉とのこと。

最近の新聞に氏が載っていたので切り抜き、皆犠にこ澗介させ刀頁きます。

ggf33警告量;zbE?fti堅持3葉
ifZS錯綜均約 :持品??自主主2
Z芸能i続行F537224555せき
人がにーる R、二、るメで使録zべ ，てみプ 1‘さて旬レ;;t

取市安ZT会費老齢:町 13旬?33
~i主izi 議323 総長先端

:東京駅八重洲北口場所実施日:平成26年4月5日
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前列 :左から戸島伏石) 三木信誹)
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ホテルの27階上から見たJR東京駅駅を上から見ること出成多にない

お天気に，恵ま才k また今年最後の桜であった。このところ2年に 1度

学年会を開いている。後、 5名ほど増える可能性はある。

但し、今日は皇居内の一部を乾円から見学できるとあって、東京地下駅

は凄まじし、込み具合であった と閉し、た。
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安C..Lt
千里山今昔展図録集が発行されました

昨年5月千里山・佐井寺(ちさと)図書館で「千里山

今昔展Jが開催され、多数の来館者で賑わいました。
テーマ別にパネノレに貼られた、初めて見る様な貴重な

写真が 500枚以上、詳細な説明や年表など「千里山 90
年のあゆみjに相応しい展示会でした。

今年4月「千里山まちづくり協議会(会長筒井一光氏)
によりすべての展示物を網羅し、更に説明も追加され
た図録集が出版されました (A4版横型総 75ベージ)。
33田代為寛(しんたろう)さんの紹介と漫画、カラーイラス トも大きく載っています。昨年の
総会でお借りしたパネルを展示しましたが、時間の関係もあり十分ご覧頂けず残念でした。

今回「千里山まちづくり協議会」のご好意により実費で提供頂けることになりました。

会員の皆様には懐かしい千里山の思い出一杯の「千里山今昔物語図録集j をご購入頂くよう

願っております。ご希望の方は総会出欠はがきの図録集購入希望欄に記入の上ご返送下さい。

2013 

一 今昔展一

9月 27日(土)の総会当日実費 500円を総会費と共にお支払下さい

実費+送料 700円を会費振込時に納入顕います。

会費振込用紙の金額欄を 2700円に修正願います。

総会出席の方
総会欠席の方

'" 
回大型展示パネルでみる千里山住宅地の推移

1筑均年-1920年、 1制O年-1鋭均年

1970年......u国的年、 1990年~京岡崎年

マップ航空写真イベント まちなみと生活

千里山団地千二小学校と第一中学校その他

1. MyHolI陣旬wnSENRIYAMA四 MyMind

s.千里山住宅地 図面等

千里山住宅地平面図、千昆山住宅地経営地

千里山山住宅地見取図、

昭和 16年作成絵葉書等

鈎

叫

位

姐

品

川

引

姐

印

刷

飽

間

同

日

関

霊童

昭和初年頃 千里山の図

昭和岨年頃 千豊山団地千島.u東地区

平成3年頃 千里山西をli'!む

8.悶代しんたろうさん紹介

9.千里山開発配念碑と千里山住宅開発

10 千里寺の句味『雨月Jと千里山

11.千里山今昔展展示風景

12. r千里山ゆかりの刈 特設コーナー展示資料リスト

13.千里山今昔展腸演会・座厳会風景

14 千里山今昔展上肢DVD

15 千里山今昔展展示準備鼠量

16.千里山今昔展ポスター・ちらし

17 千里山今昔展マスコミ報道

18.千箆山今昔展アンケート

19. .考文献

20.樹辞編集後記
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19 

35 

1.千里山住宅地のあゆみ

千里山住宅地のあ申み

千里山町地:t由来

2 千里山関連略年表

3 千里山町人口推移

4.千里山うろおぼえイ ラストマップ

6 展示パネルでみる千里山の昔と今

阪急電車千里山駅関西大学千里山遊鑑

千里山第一噴水 千里第二J戸時と吹田第一中学校

千島Uにあったもの地域生活千里山らしい家

原と緑

6 卓上パネルでみる千里山の昔と今

千里山駅街並み住 宅 銚 望 消 防 神 社

千星第二'1母校第一唖駄

7 航空写真

昭和却年頃千里山西地区

北大阪電気鉄道と千里山


